
子どもと学校の安全・安心を守る学校

現業職員 

私たち学校現業職員は、学校の施

設・設備を日々点検し、修繕や整備を

おこなっています。学校のすみずみま

で目を配り、毎日おこる様々なできご

とに対応し、子どもたちの安全・安心

を守る学校づくりのためにがんばって

います。小・中学校、定時制高校や特

別支援学校の給食室では、調理員が子

どもたちの成長を心から願いつつ、安

全でおいしい給食づくりをしていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  ◎報告者：（             ）                                                                                                               

 学校現業職員の仕事は、子どもたちの学習と発達の権利

を教育条件整備の面から保障することにあり、学校運営上

からも必要不可欠な職種です。国の予算でも、学校現業職

員が「職員Ｂ」として予算措置されています。 

ところが、学校教育法や教職員定数法に明記されていな

いために、必ず配置されているわけではありません。私た

ちは学校現業職員を学校教育法上に位置づけることを求め

て、国会に向けて請願署名にとりくんでいます。 

全国で、福祉・くらしを支える公共サービス

が切り捨てられています。学校に働く現業職員

も例外ではありません。ほとんどの自治体は、

財政難を口実に学校現業職員の新規採用を停止

しています。その代わりに、臨時職員化や業務

の民間委託をすすめています。また、残ってい

る現業職員を、事務職員など他職種へ「任用替

え」する自治体もあり、最終的には学校から正

規の学校現業職員をなくそうとしています。 

同時に現業職員の大幅賃金切り下げも広がっ

ています。10％以上の賃金の引き下げを提案し

ている県もあり、「子どもに大学進学をあきらめ

させることになってしまった」「ローンの返済の

見通しが立たない」との悲痛な声があがってい

ます。 
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公立高校の 1 校あたりの職員数 


